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継続企業の前提に関する事項の注記に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年５月 13日開催の取締役会において、2026 年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)

における継続企業の前提に関する事項について、下記のとおり注記することを決定しましたので、

お知らせいたします。 

 

記 

 

当社は、2023 年 3月期連結会計年度より４期連続して営業損失、経常損失及びマイナスの営業

キャッシュ・フローを計上したことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象

または状況が存在しております。 

当社は、当該状況を解消するために以下の方策を実施してまいります。 

 

１．収益面では、高付加価値商材による新規チャネル開拓と非住宅・リフォーム市場の拡販によ

る売上げの確保を実施してまいります。また、生産コストからの適正な販売価格の見直しを行

い、収益改善に努めてまいります。 

 

２．生産工程での時間管理・人員管理を強化し、生産性向上を意識した生産体制の再構築を実施

し、派遣社員・請負の適正化による労務費の削減をすすめ、製造原価低減を図ってまいります。 

  さらに、従来から継続しておりますビルダー市場での受注獲得により生産稼働率の安定化と

操業度の向上を図り、製品単位当たりのコスト削減を推進します。 

 

３．資金面においては、取引銀行から必要な融資枠の確保もできておりますが、今後も継続的な

支援が得られるよう交渉してまいります。また、為替変動・燃料高騰に対し各種ヘッジ商品の

活用も引続きすすめてまいります。 

 
 これらの状況を鑑み、現時点において、継続企業の前提に関する重要な疑義を解消すべく取り

組んでいる対応策は実施途上にあり、今後の事業進捗や追加的な資金調達の状況等によっては、

当社の資金繰りに重要な影響を及ぼす可能性があることから、継続企業の前提に関する重要な不

確実性が存在するものと認識しております。 

 なお、連結財務諸表は継続企業を前提としており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の

影響を連結財務諸表に反映しておりません。 

以 上 


